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効果的なEBPMに立ちはだかる課題

・各省の事業立案者は、事業計画の作成, KPIの設定, 
効果発現モデルの策定に膨大な時間を要している。

・特に新規事業では、

・効果予測に必要な先行例が存在しない。

・事業内の複数の団体間での予算配分が難しく、

判断根拠の提示に苦慮している。

・各省の会計課は原課から提出された事業計画の予算

配分を決定するために膨大な時間を費やしている。

原課 : 事業概要を作成原課 : 事業概要を作成原課 : 事業計画を作成

省の会計課 : 集約・優先度付け

財務省の主計局に提出

課題: EBPMはこれらのプロセスを透明化・効率化するためである

はずだが、資料の作成が負担となり効率的に運用できていない。



同一事業内でも用途の種類に従って複数の支出先が存在する

→誰にどれくらいの金額を配分するのが良いかをくまなく検討するのは
非常に時間がかかる



効果的なEBPMに立ちはだかる課題

・各省の事業立案者は、事業計画の作成, KPIの設定, 
効果発現モデルの策定に膨大な時間を要している。

・特に新規事業では、

・効果予測に必要な先行例が存在しない。

・事業内の複数の団体間での予算配分が難しく、

判断根拠の提示に苦慮している。

・各省の会計課は原課から提出された事業計画の予算

配分を決定するために膨大な時間を費やしている。

原課 : 事業概要を作成原課 : 事業概要を作成原課 : 事業計画を作成

省の会計課 : 集約・優先度付け

財務省の主計局に提出

課題: EBPMはこれらのプロセスを透明化・効率化するためであるは

ずだが、エビデンスの収集が負担となり効率的に運用できていない。



「テキストデータから自律的に因果グラフを作成・

シミュレーションを行い数理最適化を行うMulti Agent System 」

github

EBPMを導く羅針盤 ~POLARIS~



①検索による時系列データによ

る因果分析、社会・経済シミュ
レーション等の既存の知見を検
索し、効果発現経路を定量化

②LLM Agentを用いて
・多角的配慮のための定量KPI提案
・各支出に対するKPI予想変動量
・追加で考慮すべき定性的な要素
を行う

③KPI変動予測に基づき、
事業内/事業間で数理最適な

予算配分を探索する

審議会答申
議事録

政府方針...

過去のレビューシート

LLM Agentによる
KPI抽出

検索Agentによる
検索・モデル化

数理最適化

EBPMの基礎となる, 
「客観的なデータ」と「効果発現経路」
の橋渡しを行うLLM Agentを作成できる 解析結果のデータを、

省内の予算配分における
意思決定補助として活用する



KPI導出について

➢入力データ ➢出力データ



数理最適化の説明
時刻tにおいて、

: 支出-KPI 間の効果行列: 配分資金ベクトル: KPIベクトル

更新式

に基づき、過去の時系列データをもとに効果行列Aを予測する

また、KPIの目標下限値 をおいた時に、各i* (i*=1, 2, .., n)において

を満たすような配分資金の組ut*を求め、
同時に全KPIの予測値を算出する



プロダクトイメージ

github

デモ動画
(Google Drive)



ユースケース



ユースケース

（事業例）厚生労働省 健康・生活衛生局 がん検診総合支援事業費等

配分先A「がん検診従事者の研修・育成」活動

vs
配分先B「特定のがん検診(乳がん、子宮頸がんなど)の受診率向上」に向けた活動

ペイン：それぞれの活動においてどのような費用対効果が見込めるかを検討し、事業内での適

切な予算配分を折衝するには膨大な時間がかかる

関連するKPI
①「検診精度の改善率」
②「がんの早期発見率」
③「がん検診の受診者数」...

「政策Aに100万円分配す
ると、KPI①は〇〇だけ
変動し、②は...」
「政策Bは...」

AIや数理最適化の知識の有無に関わらず、
極めて容易かつ極めて効率的に

・事業の効果を測定可能

・過年度の事業, 予算配分の効果を分析可
能

・非数値的KPIに対しても、論点の明確化を
行い議論の補助となりうる



Future directions 
提案1. 社会・経済シミュレーションとの統合

事業効果が「社会全体にどう波及するか」を予測し、

・KPI変動の地域・人口別の細かいシナリオ分析

・政策変更がもたらす中長期影響の可視化

・不確実性(感染症流行、災害など)を考慮した政策リスク評価 等を行う。

提案2.AgentによるMCP（Multi-Agent Computational Policy）シミュレーション

複数ステークホルダーの利害や、意思決定の相互作用を再現する。

例えば、LLM Agentが「省庁担当者」「自治体」「医療機関」など役割を持つエージ

ェントとして行動することで、予算配分の競合や合意形成の過程を模擬的に再現し、定

量KPIでは追跡しにくい事業上の課題を明らかにする。
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